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審 査 結 果 の 要 旨 
 

１.論文の評価 
 フッ素樹脂（ポリテトラフルオロエチレン、エチレンとテトラフルオロエチレンの共重合体、ポリビ

ニリデンジフルオライドなど）は、熱的安定性、化学的安定性に優れており、力学的強度も高く、耐候

性、耐薬品性、非接着性などの特性を有している。その優れた特性のためにスーパーエンジニアリング

プラスチックとして重要な役割を果たしている。また、建造物や温室の被覆材など幅広い用途で使用さ

れている。しかし、その疎水表面のために染色などは難しく、用途の幅が狭められることもある。この

問題を解決するために、樹脂表面に親水性の高分子を重合させる表面改質が有効であるが、従来法では

放射線や電子線を照射する必要があり、簡便であるとは言えない。 
そのような背景の下、本論文では容易に入手することができるラジカル開始剤を用いて、アクリル酸メ

チルを表面にグラフト重合させ、親水性表面を得ることを検討した結果について述べている。本論文で

は、フェナンスロリンの亜鉛錯体、過酸化ベンゾイル、トリブチルボランを開始剤に用いたグラフト重

合について、それぞれ述べており、いずれも表面改質をして、親水性を獲得することに成功している。

実際に染色実験も行ない、表面が着色する様子も観察している。いずれの手法も容易に入手できる開始

剤を用いており、特殊な試薬や大型装置を使用することがないので、簡便かつ実用的な手法であると言

える。こうして得られた結果は、これまで限定されていたフッ素樹脂の用途を広げるものであり、社会

的にも大きく貢献している。 
 
２.審査の経過と結果 
（１）令和４年６月 20 日 ５名の審査委員のもと協議され、博士後期課程委員会で学位論文の受理

を決定した。 
（２）令和４年８月 18 日 公開論文審査発表会及び最終試験を実施した。 
（３）令和４年９月２日 博士後期課程委員会で学位授与を可とし、教育研究審議会で承認された。 


